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１．調べる

・学校、地域の図書館でテーマに合った書物を探す。

・インターネットで検索する。

1-1．インターネットで検索する

・調べたいテーマの言葉で検索する。

防災 G6-2の場合：災害 避難方法で AND検索

２．資料の重要な言葉にアンダーラインを引く。

●避難する時は原則として徒歩で避難しましょう。車を使うと渋滞を引き起こし、消防・救急活動などに支障を

来します。

●普段歩いている道も混乱して、歩きにくくなっている恐れがあります。携帯品は歩きやすいよう背負える範囲

のものにとどめ、服装は活動しやすいものにしましょう。

●最寄の小・中学校などが避難所に指定されています。また、さらに危険性がある場合は広域避難場所に避難す

る必要がありますので、身の回りの避難所や広域避難場所を日ごろからチェックしておきましょう。

３．文章にまとめる。

・無理に長い文を書かず、箇条書きで良い。

１．徒歩で避難する。

２．携帯品は背負える範囲、服装は活動しやすいもの。

３．避難所または広域避難場所に行く。



3-1．補足する

１．どうして車ではダメなのか？ 分かっていないと当日車で移動する可能性が…

３．避難所、広域避難場所ってどこ？ 分かっていないと当日移動できないよ…

・宇都宮市 広域避難場所 で AND検索

１．徒歩で避難する。（車だと渋滞するから）

２．携帯品は背負える範囲、服装は活動しやすいもの。

３．避難所（昭和地域コミュニティセンター）または広域避難場所（栃木県体育館）に行く。

４．注意

・必ず自分の言葉で書くこと。

webページのプリントアウト貼り付け、丸写しは厳禁。



例題：G6-3 消火器の種類と使用方法について説明する。





例題：G6-4 ガス漏れを発見した場合の処置方法について正しく知る。

ガス臭いと感じた時の対処方法とは？

家に帰ってきたら、ガス臭い感じがしました。ガス漏れでしょうか？ガス漏れが疑われる時はどう対処すればい

いのでしょうか？

●ガス漏れかも？と思ったら、絶対に火を使わない

ガス臭いと感じたら、絶対に火を使わないこと。使用中のガス器具があれば、すぐに火を止めます。都市ガスで

もプロパンガスでもガスそのもので中毒となることはありませんが、ガス漏れしているとガスに引火して爆発を

することがあります。

気をつけたいのはコンロやライター、マッチなどのいわゆる『火』だけでなく、照明や家電などのスイッチを入

れたときに起こる小さな火花。ガス漏れかも、と感じたときは、夜だったとしても、電気は決してつけないでく

ださい。また、換気は必要ですが、換気扇を回すのは NG。すでに使っている電化製品をオフにするのもやめまし

ょう。

●ガス漏れのような臭いがしたら窓を開けて換気をする

次に、窓やドアを開けて換気をし、ガスが外に出ていくようにします。一方、ガス臭い場所が屋外の場合、窓や

ドアを閉めて、室内に入ってこないようにします。

ちなみに、本来ガスそのものにはにおいはありません。このガス臭さは、ガス漏れに気づくようにあとからつけ

られたものです。このにおいが人体に影響を与えることはありませんが、ガス器具が不完全燃焼を起こしたとき

に一酸化炭素を発生し、中毒となる危険があります。ガス臭さに気づいたら、ガス漏れの可能性を考えて、すば

やく対応してください。

●ガス栓・メーターガス栓を閉める

ガス漏れのような臭いがする時、続いての対応で大切なのは、ガス栓とメーターガス栓、プロパンガスの場合は

容器のバルブを閉めることです。ガス栓は室内のガス機器につながる部分、メーターガス栓は屋外にある大元の

部分ですが、これらがどこにあるのか、またどうやって閉めるのかを知らないことも多く、いざというとき焦る

場合も少なくありません。

ガス栓やメーターの場所、また栓の開け閉めの方法は、入居時にガス会社からもらう使用の手引きやお住まいの

地域のガス会社のホームページ等で確認できます。ガス漏れの危険に備えて一度内容を確認しておくことをおす

すめします。

●ガス会社に連絡をする

お住まいの地域のガス会社へ連絡をします。住所や状況など、わかりやすく伝えましょう。ガス漏れの通報は 24

時間受け付けています。

●その場を離れて待つ

ガス会社の人が到着するまで、ガス臭い場所にはとどまらず、離れたところで待ちましょう。明らかにガス漏れ

が発生していることがわかっているときには、隣人や近所の人にも声をかけて、また賃貸住宅の場合は大家さん

や管理会社にも連絡をして、避難するようにしましょう。



G6-5 消防署等への通報の仕方を実演する。

●火災の通報例

119 番受付員：「火事ですか、救急ですか」

あなた :「火事です」

119 番受付員：「場所はどこですか」

あなた :「○○市○○町○丁目○番○号です」

119 番受付員：「何が燃えていますか」

あなた :「○○が燃えています」

119 番受付員：「あなたの名前と今かけている電話の番号を教えてください」

あなた :「私の名前は○○○○です。電話番号は○○-○○○○-○○○○です」

●救急の通報例

119 番受付員：「火事ですか、救急ですか」

あなた :「救急です」

119 番受付員：「場所はどこですか」

あなた :「○○市○○町○丁目○番○号です」

119 番受付員：「どうしましたか」

あなた :「○○（誰）が○○○○（どうした）です」

119 番受付員：「あなたの名前と今かけている電話の番号を教えてください」

あなた :「私の名前は○○○○です。電話番号は○○-○○○○-○○○○です」

※あわてて一方的に話すと、正確に伝わらない上、時間もかかります。自分だけで一気に話そうとせず、落ち着

いて聞かれたことに正確に答えていくのが良い方法です。


